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実験条件



合成画像資材　 ：5種 × 約10枚 
学習データ　 　 ：40,000枚

テストデータ　 ：10,000枚

画像解像度　 　 ：1,400 × 1,400 pixels

既知の花弁配置：14種

実験結果
既存手法

Accuracy：0.275    

提案手法

Accuracy：0.343

F1 Score：0.747

実験

合成画像提案手法

花弁を検出

花弁の位置と前後関係を表す

クラスを推定

既知の花弁配置に分類

推定結果と既知の花弁配置の 

編集距離が最小となるものに分類

課題

既存手法[1]は複数タスクからなる手法

研究背景

花弁配置

・花弁の と両隣に対する を表す 
・花の発生や進化の解明の手がかりになる



枚数 前後関係

学習・精度評価に 
合成画像を使用
 

一定角度ずつ回転させ 
花弁を配置

花弁配置推定システムのための 
合成画像を用いた分類手法の評価
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物体検出手法を用いて花弁配置の推定を自動化 タスクの分割による精度低下


